
2
月
17
日
、
た
く
さ
ん
の
キ
ャ
ン

ド
ル
や
雪
灯
籠
が
冬
の
山
里
を
照
ら

す
「
灯
（
と
も
し
び
）
の
回
廊
」
が

開
催
さ
れ
、
私
は
牧
区
・
三
和
区
・

浦
川
原
区
の
会
場
を
廻
り
ま
し
た
。

牧
区
の
会
場
で
は
、
イ
タ
ヤ
カ
エ

デ
か
ら
採
取
し
た
樹
液
で
メ
ー
プ
ル

シ
ロ
ッ
プ
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
る

梨
本
ご
夫
妻
が
「
樹
液
コ
ー
ヒ
ー
」

の
お
店
を
出
さ
れ
て
ま
し
た
。
樹
液

の
入
っ
た
コ
ー
ヒ
ー
は
自
然
の
甘
味

で
美
味
で
し
た
。

21
日
は
、

川
特
別
高
等
支
援
学

校
の
「
ハ
ッ
ピ
イ
カ
フ
ェ
」
に
橋
爪

市
議
と
と
も
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。

こ
の
カ
フ
ェ
は
、
生
徒
の
皆
さ
ん

が
店
を
開
き
、
校
外
か
ら
の
お
客
さ

ん
を
招
き
な
が
ら
、
職
業
実
習
を
す

る
場
で
す
。

生
徒
さ
ん
た
ち
が
客
か
ら
注
文
を

聞
い
て
、
注
文
に
応
じ
て
品
物
を
提

供
し
、
お
金
を
い
た
だ
く
。
そ
う
い

う
一
連
の
接
客
業
務
を
学
ぶ
わ
け
で

す
。
私
は
コ
ー
ヒ
ー
、
橋
爪
市
議

は
カ
プ
チ
ー
ノ
を
い
た
だ
き
ま
し
た

（
ウ
ラ
面
に
も
記
事
）
。

県
議
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
22
日

は
、
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
７
５
１

億
３
２
０
０
万
円
を
追
加
す
る
補
正

予
算
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

能
登
半
島
地
震
に
よ
る
住
宅
応
急

修
理
で
最
大
１
０
０
万
円
を
県
が
上

乗
せ
支
援
す
る
事
業
に
10
億
８
０
９

５
万
円
、
被
災
者
の
生
活
再
建
に
向

け
市
町
村
が
交
付
す
る
支
援
金
の
一

部
を
補
助
す
る
事
業
に
10
億
３
５
６

６
万
円
を
つ
け
ま
し
た
。
観
光
需
要

を
回
復
す
る
た
め
の
「
北
陸
応
援
割
」

事
業
や
被
害
を
受
け
た
文
化
財
の
復

旧
支
援
事
業
も
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

３
月
16
日
（
土
）
午
後
１
時
半
か

ら
当
事
務
所
で
「
高
田
の
ま
ち
の
お

し
ゃ
べ
り
会
」
と
題
し
て
私
の
県
政

報
告
会
を
開
き
ま
す
。
議
員
と
し
て

の
一
年
間
の
活
動
報
告
だ
け
で
な
く
、

ち
ょ
っ
と
し
た
お
楽
し
み
タ
イ
ム
も

あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
高
田
に
お
住
ま
い
の
方
で
興

味
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
当
日
は
平
良
木
市
議
か
ら
も
市

政
報
告
を
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

但
し
、
当
事
務
所
の
広
さ
の
都
合

か
ら
、
申
し
込
み
制
に
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
何
卒
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

事
務
所
の
電
話
が
留
守
の
時
は
留
守

番
電
話
に
お
名
前
と
お
電
話
番
号
を

お
伝
え
下
さ
い
。
お
願
い
し
ま
す
。

第１６号 馬場ひでゆきの活動日誌 ２０２４年２月２８日

馬
場
ひ
で
ゆ
き
の
活
動
日
誌

灯
の
回
廊
を
巡
る

こ
の
日
誌
が
届
く
頃
に
は
、
私
の
一
般
質
問
も
終
っ
て
い
る
か
と
。
た
だ
、
３
月
４
日
か
ら
連
続
５
日
間
、
総
務
文
教
委

員
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
私
は
、
息
を
つ
く
時
間
も
な
く
質
疑
の
準
備
に
追
わ
れ
て
い
る
は
ず
で
す
。
で
も
、
あ
と
一
カ

月
頑
張
れ
ば
、
次
は
高
田
公
園
の
お
花
見
で
す
。

高
田
地
区
で

県
政
報
告
会
を
開
き
ま
す

補

正

予

算

案

可

決

吉
川
特
別
高
等
支
援
学
校
生

の
ハ
ッ
ピ
イ
カ
フ
ェ

牧区コミュニテイプラザにあった作品

昨年の花見の頃の記憶と言えば、花見の会場近くを街宣車で「馬場ひでゆき」と連呼して通り過ぎたこと、青田川の歩道でビデオ撮影をしたことですか。あわただしかったですねえ。



吉
川
高
等
特
別
支
援
学
校
は
、
知

的
障
害
の
生
徒
さ
ん
を
対
象
と
す
る

高
等
部
の
学
校
で
す
。
普
通
科
内
に

職
業
学
級
と
普
通
学
級
を
設
置
し
、

生
徒
が
職
業
自
立
・
生
活
自
立
を
目

指
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

カ
フ
ェ
を
出
た
あ
と
、
校
長
先
生

に
学
校
の
中
を
案
内
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

普
通
学
級
の
教
室
は
小
さ
く
て
二

つ
の
机
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。
普

通
学
級
で
は
、
福
祉
作
業
所
等
で
の

就
労
を
目
指
し
た
学
習
を
行
い
ま
す
。

個
々
の
特
性
に
応
じ
た
指
導
を
重
視

し
、
少
人
数
指
導
や
個
別
指
導
に
力

を
入
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

職
業
学
級
の
教
室
に
は
、
３
Ｄ
プ

リ
ン
タ
ー
や
ド
ロ
ー
ン
が
置
か
れ
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
清
掃
用
具

が
並
ん
で
い
る
教
室
も
あ
り
ま
し
た
。

職
業
学
級
で
は
、
一
般
企
業
で
の

就
労
を
目
指
し
、
デ
ユ
ア
ル
シ
ス
テ

ム
・
現
場
実
習
で
、
継
続
的
に
事
業

所
に
通
い
、
就
労
体
験
を
積
み
、
卒

業
後
の
職
業
自
立
と
社
会
参
加
に
必

要
な
力
を
養
う
と
の
こ
と
で
し
た
。

途
中
で
、
カ
フ
ェ
に
来
た
数
名
の

卒
業
生
と
お
話
で
き
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
の
一
人
Ｆ
さ
ん
か
ら
、

学
校
生
活
を
綴
っ
た
手
記
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
手
記
に
は
、
１
年

時
に
は
不
登
校
気
味
だ
っ
た
こ
と
、

２
年
時
に
宿
題
で
作
っ
た
俳
句
が
賞

を
と
っ
て
自
信
を
持
ち
、
学
校
に
通

い
だ
す
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
が

描
か
れ
、
し
か
も
心
の
動
き
が
見
事

に
表
現
さ
れ
て
い
て
感
動
し
ま
し
た
。

在
校
生
や
卒
業
生
の
イ
キ
イ
キ
と

し
た
様
子
か
ら
、
こ
の
学
校
が
一
人

一
人
の
生
徒
を
大
事
に
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

ス
テ
キ
な
学
校
で
す
。
た
だ
、
設
立

当
時
と
比
較
し
て
、
最
近
は
志
願
生

徒
が
や
や
減
少
傾
向
に
あ
る
と
の
こ

と
。
学
校
の
様
子
を
広
め
て
い
く
お

手
伝
い
を
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

●
被
災
し
た
学
校
施
設
の
復
旧
工
事

私
の
高
校
時
代
の
同
級
生
が
、
新

潟
工
業
高
校
に
勤
め
て
い
ま
す
。
彼

か
ら
は
、
能
登
半
島
地
震
で
大
変
な

被
害
に
遭
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
し
た
。

県
作
成
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
新
潟

工
業
高
校
で
は
床
の
沈
下
に
よ
り
大

体
育
館
や
柔
剣
道
場
が
使
用
不
可
に

な
り
、
部
活
動
は
他
校
の
体
育
館
を

使
用
し
て
実
施
、
卒
業
式
・
入
学
式

は
市
の
施
設
を
利
用
し
て
の
実
施
を

余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
新
潟
江
南

高
校
、
新
潟
商
業
高
校
も
同
様
の
被

害
を
被
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
工
事
の
た
め
、
県
は
、

令
和
５
年
度
補
正
予
算
で
６
６
０
万

円
、
同
６
年
度
の
当
初
予
算
で
約
10

億
７
７
０
０
万
円
を
災
害
復
旧
費
用

と
し
て
計
上
し
ま
し
た

こ
う
い
う
話
を
聞
く
と
、
県
予
算

も
身
近
な
も
の
に
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
ね
。
早
い
復
旧
を
望
み
ま
す
。

●
ト
キ
エ
ア
に
３
億
円
の
補
助
金
？

県
は
、
令
和
５
年
度
の
補
正
予
算

で
格
安
航
空
会
社
ト
キ
エ
ア
へ
の
補

助
金
３
億
円
を
追
加
計
上
し
ま
す

（
２
月
29
日
の
議
会
で
提
案
予
定
）
。

こ
れ
は
、
県
が
策
定
し
た
「
未
来

創
造
産
業
立
地
促
進
補
助
金
」
制
度

を
活
用
す
る
も
の
で
す
。

ト
キ
エ
ア
は
、
県
も
後
押
し
す
る

航
空
会
社
で
す
が
、
就
航
が
遅
れ
、

そ
の
間
収
入
が
ま
っ
た
く
な
く
経
費

が
か
さ
み
財
務
状
況
が
不
安
で
す
。

財
務
状
況
の
資
料
提
出
を
県
に
求

め
ま
し
た
が
、
県
は
要
綱
の
基
準
に

該
当
す
る
限
り
、
そ
れ
は
不
要
と
の

立
場
で
す
。
県
を
信
じ
て
ほ
し
い
と

言
わ
れ
て
も
な
あ
と
思
い
ま
す
。

第１６号 馬場ひでゆきの活動日誌 ２０２４年２月２８日

ＮＨＫプレミアムドラマ『舟を編む』の池田エライザの演技がいい。傷つきながら学んで立ち上がる姿に感動。本人は、役と違い「小さい頃から本の虫」だったとか（赤旗２月２２日付）。

山

県議会での私の実質的

なデビュー戦は、昨年６

月定例会の総務文教委員

会での質疑でした。

最初なので意気揚々として質問をしようと

したら、他の議員から「手を挙げろ」「「委

員長」と言って許可を求めろ」みたいなこと

を言われて出鼻をくじかれました。法廷では

手も上げずに質問するのが当然だったので、

委員会でも法廷と同じようにやろうとしまし

た。それが議会のルールに反したらしい。

今振り返れば、注意されるのも当然です。

法廷では、発言者が原告側・被告側と限られ

ている、他方、委員会には議員と県の説明要

員がいてその人数は２０名近くになります。

発言したいなら、その気持ちが委員長に明白

に伝わるように「委員長」と挙手することが

必要で、「郷に入れば郷に従え」です。

最近ようやく委員会での質問にも慣れてき

ました。ところが、先日、法廷で尋問する機

会がありました。委員会に慣れてしまったの

か、今度は法廷で「委員長」と

言って手を上げそうになってし

まいました。気をつけます。

コーシー
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